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第２回 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会会議録（要旨）

会 議 名 第２回高円寺地域における新しい学校づくり懇談会

日 時 平成 26 年５月 20日（火）午後３時～５時

場 所 杉並第八小学校 図書室

出 席 者 協議会委員 28 名（欠席１名）

傍 聴 者 ４名

次 第

１ 新委員自己紹介

２ 異動に伴う事務局職員紹介

３ 目指す学校像について

４ 部会設置事例について

５ （仮称）杉並和泉学園について

６ その他

資 料

資料１ 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会委員名簿

資料２ 高円寺地域における新しい学校の目指す学校像について

資料３ 部会先例集

会長 ただいまより第２回高円寺地域における新しい学校づくり懇談会を始めさせ

ていただければと思います。

私、この４月より高円寺中学校でお世話になっております橋本と申します。

よろしくお願いいたします。

懇談会の運営要綱によりまして、この会議の会長ということで進行させてい

ただくことになっております。皆様方のご協力、よろしくお願い申し上げます。

まだお見えになっていない委員の方もいらっしゃいますが始めたいと思いま

す。また、本日、傍聴を希望された方が４名いらしておりますので、よろしく

お願いいたします。

次に、配付資料についての確認をお願いしたいと思います。事務局から事前

に配付されていると思います。資料１から３ですが、いかがですか。ないよう

でしたら声をかけていただければ事務局がお持ちいたします。

それでは、始めたいと思います。まず、資料１をご覧ください。

このたび新しい年度を迎えまして、４月１日付の異動がございました。各校

とも校長、副校長の異動やＰＴＡの役員方も代わられていることがございます

ので、新委員から自己紹介をしていただければと思います。

（各委員自己紹介）
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ありがとうございます。それでは、総勢 29 名というメンバーの懇談会でござ

いますが、このまちにある魅力的な学校はいかなる学校なのかというところに

ついて話し合ってまいりますのでよろしくお願いいたします。

続きまして、事務局にも異動がございましたので、自己紹介をお願いできま

すでしょうか。

（事務局自己紹介）

ありがとうございました。

それでは、次第の３番目でございます。「目指す学校像について」です。

今日は委員の皆様方から新しい学校に対する思いを伺えればと思います。具

体的にどんな学校をつくりたいかということでもよいかと思います。この高円

寺という地域にはどんな学校が望ましいのか、どんな学校が魅力的なのか、目

指したい学校像について率直なご意見を頂戴できると幸いです。

資料２ですが、計画に掲げられている目指す学校像や現在の３校、杉四、杉

八、高中と３つの学校の教育目標、小中一貫教育の取組方針、また、先行事例

の天沼小学校や平成 27年度開校を予定しております杉並和泉学園の基本方針に

ついても載せております。意見の参考にしていただければと思います。

本日のご意見は、設計等の施設面や教育方針等を検討していく上で影響する

ことになります。意見を集約して、次回以降に反映していける形にしていけれ

ばいいなと考えております。委員の皆様が多うございます。できましたらお一

人２～３分ぐらいでまとめていただけるとありがたいなと思っております。

では、途中退席予定の委員からよろしくお願いいたします。

委員 今日は予定がいろいろ重なっておりまして、申し訳ありません。言いっ放し

で退席することをお許しください。

私は高円寺に生まれ育ちまして、もう六十数余年経っております。私自身、

杉四、高中を卒業した卒業生でございます。今度の新しい学校をつくるに当た

っていろいろと準備が進んでおりますけれども、それに対してすごく熱い思い

が実はございます。杉四のほうで子どもたちを集めて、スポーツ少年団として

サッカー、野球を約 30 年、子どもたちを見ております。子どもたちの変化をず

っと見てきていますが、第一は勉強だと思うんです。やっぱり学力が必要です

し、また、それを支えるスポーツ、運動によって学力も伸びていくと考えてい

ます。そのように指導もしてまいりました。

もう一つ、大事なのは何かというと、心、優しい心ですね。いわゆる思いや

りですかね。そういったものも育んでいかなきゃいけない。

そして、今日どうしても申し上げたかったのは、リーダーシップ。子どもた

ちの中には、リーダーシップがとれる子とまだまだだなという子がいっぱいい

るわけです。リーダーシップがとれるような子どもたちに育つ授業やその他の

内容については先生方にお任せするにしても、我々としてはそういう環境―施

設面もあれば、いろんなシステムもあると思います。せっかく新しい学校をつ

くるというのであれば、みんなが高円寺のあの学校へ行きたいなと思えるよう

な学校を考えていきたいなと思っています。

物事をいろいろ進めるに当たっては、メリット、デメリットがきっとあると

思いますが、デメリットを幾らほじくり返してもいいことは何も出てこないと

思います。メリットの部分をどれだけ我々が見出していけるかというのが一番
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かと思います。

やっぱりスポーツは人と人のつながりもどんどんつくってまいります。高円

寺地域というものを考えると、その絆で皆さんが結ばれていますので、きっと

いい学校ができるのではないかなと思って期待して、私は参加させていただい

ております。

委員 ともかく杉四、杉八と２つの小学校がこれまでつくってきたいい財産がある

と思います。それが何かをはっきりとつかみながら、融合して、さらにその上

の子ども像をつくり上げていくべきだと思います。そのためには、何かを消し

ていくというより、今まで育ったものの良さを我々がどれだけ認識できるかと

いうことかと思います。

先ほどリーダーシップというお話がありましたが、杉八は少人数学校ですか

ら、縦割りの中で育てることが大きな目標であり、特にリーダーシップという

ことを達成してきたように思います。それは大変いいことだと考えています。

さらに発展させていくには、子どもの数が増えるわけですから、内容、種目に

よってリーダーというのは交代で務めていくもので、それぞれの子どもの特性、

能力が発揮されていくことが大切です。選ばれた子たちだけが輝き続けていく

ことのないように、目配りはすべての子どもの様々な特性が生きる集団行動、

集団生活が期待されていくように思います。音楽発表で光る子、体育等で光る

子。それから、外へ出ていきまして、絵画などを描いて区や都で賞をもらえる

ようなすばらしい子がいるかもしれません。

そうした小学生が育っていくときに、将来何になりたいかなと思うでしょう。

地元には様々な職種の人間がいるし、経験も様々です。子どもたちには様々な

大人の世界に触れるチャンスを生かしてもらって、いろんな職業に目を向ける。

何回か試行錯誤しながら、世の中との接点を育てていってもらいたいなと。そ

の結果、これが子どもたちの学習の動機になっていくように思います。「何とか

高校、偏差値幾つ」という基準ではなくて、成し遂げたい生き方をまず軸に持

たない限りは、進学なんてしないほうがいいと考えます。子どもたちの生きる

力、生きる意欲のもとを小中学校が育てていく。そして、試行錯誤させながら、

我々周囲が支えていくという立場を持つのかなと思います。意図的にそんなこ

とができる子どもたちの相談ルーム、つき合いの場所をどこかで設けられてい

くといいのかなと感じています。

委員 私は、地域とともに密着型で子どもとお年寄りが挨拶のできるような学校に

してほしいです。勉強は先生方にお任せいたします。これは悪いことだ、これ

はいいことだ、そのことさえしっかりしていれば、社会に出ても大分違うかと

思います。そういう子どもたちになってほしいと思っております。

委員 私は高円寺中からすぐの杉三地域ですけれども、質問されることがあります。

高中が小学校からの一貫教育校になりますけれども、どうすればいいですかと。

杉三に行って、高南に行くにはとても遠い。十数分かかるわけですが、高中に

は２～３分で行ける線路ぎわの人がいます。今年は、南五丁目から杉四に行っ

た子どももいます。どうしてかというと、転校してきたようになると嫌だから

最初からその学校に行きますと。

あと、問題は通学ですね。高南に行くのも通学が大変で、杉四に行くのも環

七を越えなきゃならない。高中はすぐですからね。だから、私は高中を一番推
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薦するんです。あと、学力は本人の努力次第で、これから小学校の上級生にな

ったら一番変わる時期ですけれども、どこの学校へ行っても、いい学校、悪い

学校というのはないんです。本人の努力次第だから、頑張って子どもの好きな

ところへ行かすようにしたらいいんじゃないですかと、答えておきました。

委員 まず、魅力ある学校というものを考えて私が思ったのは、公立の学校といえ

ども、何かに特化した学校であってほしいなと思いました。せっかく施設一体

型の小中一貫教育校をつくるのですから、やはり９年間を見据えて継続できる

ようにしてほしいと思います。その特化したものが何かと聞かれるとちょっと

難しいんですけれども、やはりこの高円寺地域の風土に合ったものや、学力面、

体力面、また芸術面、物づくり、創造などを高円寺地域から区や都、それこそ

全国に発信できるようなベースになる何かがある学校であってほしいなと思い

ました。その中で児童・生徒に生の体験や経験などができて、９年間で考えら

れる力、心豊かな人間形成や生きる力を自然に身につけられるような、次世代

のリーダーシップがとれる子どもたちがこの学校から育ってほしいと考えてい

ます。

また、新しい学校では、もし大丈夫でしたら適正規模などを緩和してもらえ

ればなと思いました。少人数学級できめ細かな体制で学校を運営してもらって、

子どもたちが「学ぶってこんなに楽しいことだったんだ」と思ってくれるよう

な学校がいいなと思いました。大事に育ててきた子どもたちが社会に出ていろ

いろ経験し、いずれはこの地域に戻ってくるような循環型の地域となる学校が

築けたらと思いました。

委員 もうほぼ皆さんと同じですけれども、やっぱり公立校ですので学力向上はき

ちっと先生方が学校としてやっていかなければいけないというのは十分わかっ

ていらっしゃると思うんですけれども、それプラス体力づくりにも力を入れて

もらいたいと思います。体を丈夫にすること、イコール体力、学力も伴ってい

くものだと思います。

次に、今まで前高円寺中校長がおっしゃっていたように、生きる力、いわゆ

るＢ学力と言われている部分もぜひ考えていってもらいたいなと思います。

やっぱり地域で子どもたちを育てる。高円寺で育ち、また戻ってきてくれる

まちであってほしいなと思います。

あと、すべての子どもに一人ひとりそれぞれ特性があると思うんですけれど

も、その辺を生かせる学校。みんな同じではなくて、それぞれが持っているも

のを勉強ではちょっとだめだけれども、別のところではすごくいい子だよとい

うところを生かせるような、そんな学校になるといいなと思います。

委員 本日は夢を語っていいと伺っておりますので、ちょっと現実的には無理と思

えるようなことかもしれませんが、お許しいただきまして、しゃべらせていた

だきたいと思います。

他の委員がおっしゃっているように、今度の新しい学校は魅力がある学校で

ないと、なかなか子どもたちも集まってこないだろうし、親たちも行かせたい

と思ってくれないのではないかと思います。公立学校ですから、どの学校でも

最低限の学力を身につけさせることは当たり前のことであって、それにプラス

アルファ、ここで育った子にどんなものを与えてあげられるのかなというとこ

ろを考えたいと思いました。
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３つほど考えました。１つは、今、区の施設再編がありますけれども、科学

館が廃止されるということです。科学館の機能の一部を杉四の学校などを利用

して、スーパーサイエンス校的なイメージができないか。新校に通っている小

学生、中学生は優先的にというか、そこに理科教育のすばらしい先生たちがい

て、そういう先生たちの授業を受けられるような環境が１つ魅力的だなと思い

ました。また、そこの場所は、幼児も利用でき、幼児から科学に触れられるよ

うな環境にもなれたら良いと思います。

それから、やはりこれからは国際化と言われていますから、東京都のほうが

どうなっているかわからないですが、帰国子女の子たちを特別に見ている公立

学校があると思います。たぶんどの学校でも帰国子女たちを受け入れていると

は思いますけれども、そういう感じで、特別に支援できるような、ある意味、

特別支援になるかと思うんですけれども、そういう子たちが一緒に学び合う環

境にいることで、肌で国際感覚が身につけられる学校も素敵だなと思いました。

あと、杉四小、杉八小、高円寺中の教育目標の中に「すすんで体をきたえる

子ども」とあります。体を鍛えるというところがとても大切だろうなと思って

います。他の委員もおっしゃっていたみたいに、やはり体を鍛えることで脳も

活性化されて、学力も上がっていくと思うし、そこでチームワークとか、一緒

に何かをやること、思いやり、協調性も身につくと思います。

ただ、そこに地域を絡めたいと思っています。地域の人たちも一緒にそこに

ある施設を使って、地域も体力向上ができる。新しい学校は複合的な施設も考

えられると思っていますので、地域も一緒に参加できる、スポーツが思いきり

できる学校になると良いと思います。

そういう中で、将来に希望を持って、自信をつけて前に踏み出していけるよ

うな子どもたちに育てたいなと思っています。そして、やがてはまた高円寺に

帰ってきて、自分たちの後輩を育てていってくれる、地域を盛り上げていって

くれる、そういう子どもたちに育てたいです。夢を語らせていただきました。

委員 皆さんがおっしゃっていたのとほとんど同じ意見です。夢のある学校という

か、夢を実現できる学校、夢を実現できる人をつくれる学校になってほしいな

と思います。いろんな設備とか、内容、カリキュラムはまたこれから具体的に

なっていくとは思いますが、高円寺にしかできないことって絶対あると思いま

す。今、杉四だと子供園との連携協力もやっていますけれども、そういうのも

生かした学校づくり。頭と体育、体とハートの徳育というところを教育のベー

スにして、次の時代をつくる人間をつくれる学校、次の世代の世界を築ける人

間をつくれる学校になればいいなと思っております。

委員 目指す学校像といっても、実は今まだぴんときません。杉四、杉八、高中で、

私はどの学校もよく存じ上げていますが、それは様々非常にすばらしい目標を

持って、また、教育活動をやっている学校であり、これら３校が一体になるこ

とによってすべてのものが集約されると認識はしております。この前提として、

恐らく学校ごとの地域が非常に学校に対して協力的な意欲を持って、また、地

域の方が参加して学校を盛り上げていると思っております。ですので、新しい

学校に関しては、これら多くの地域が一体化した中で、すべてのいいものを共

有しながら一つの学校像をつくっていく。

また、地域の住民が学校を核として、学びの場として活用できるような学校
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づくりを目指していきたいと考えております。その中で、こういった懇談会を

含め、また地域との懇談等の機会もありますから、その中で官民が協働して１

つの教育目標、高円寺の特色ある教育活動を定めた中で、目指す学校像を考え

ていきたいと考えております。

委員 今まで聞いていますと、皆さんすばらしいことを言って、ああ、いいなと思

いながら聞いておりました。私は、乳幼児親子の支援ということの立場でこの

会に参加させてもらっています。

さっき密着型とおっしゃった方がいらっしゃいましたが、まさにそういった

感じで、学校そのものより、お互いに小さい頃から顔を見知っているような、

関係が濃い地域になるといいな、そんな中の学校であったらいいなと思ってい

ます。

委員 子供園の立場から言うと、今、杉四小のお兄さん、お姉さんにすごくお世話

になっていて、子どもたちも小学生を見てすごくあこがれて、そのままスムー

ズに小学校に上がっています。保護者の間では、子供園がちょっと取り残され

ているんじゃないかという不安がすごくあります。同じ建物に入れてもらうの

は難しいと思いますが、ぜひ小学校との連携をそのままやめないで、何かつな

がっていけたらいいと思っています。

委員 私もまだビジョンがはっきり見えていないので、どうこう言う立場ではない

ですが、私は杉三、高中出身です。小学校、中学校時代は勉強しないで、遊ん

でばかりいた少年だったので、あまりいい思い出はないです。むしろＰＴＡ会

長をやりましたが、周りが多分「信じられない」と言うと思うんですね。

何を言いたいかというと、高円寺に私は戻ってきています。やっぱり住みや

すいです。もう 20 年、30 年経っていますけれども、本当にいいまちだなと今思

っています。ですから、今回は非常に大きな改革だと思いますが、私自身はあ

まり心配していません。というのは、本当に地域の皆さんがしっかりしている

ということです。

あと、皆さん言っていましたけれども、学校の教育理念はもちろん教育委員

会さんのほうで考えていただいていると思いますし、杉三などを見ていると、

校長先生を中心に非常によく動いていらっしゃるなという印象です。うちの子

も高中を卒業しまして、本当に手厚い学校になったなという印象をすごく持っ

ています。ですから、必ずいい学校ができるなと非常に思っています。ソフト

面は先生方の前で私が言うのはおこがましいですし、ハード面をどういう形で

進めていきたいかというのをきっちり固めていただきたいと思います。

今回の改革について、お母さん方からデメリットをいろいろ聞かされていま

す。例えば性の問題とか、いろんな問題があると思います。そういったデメリ

ットも吸い上げて、どうしたらそういうものが解決できるかなど、よりよい学

校づくりをして、それに対して私も一翼を担えれば本当にいいかなと思ってお

ります。

委員 学校をデザインするときに、それぞれの学校のいろいろな資源を積み上げて、

新しい化学反応を起こして学校をつくるのか、杉並という日本の中で冠たる教

育の進んだ区としての学校をつくるのか。例えば杉並区の中で今回新しい学校

ができる。学校ができる前の共同体のもので学ぶことはないのかということを

掘り起こしながら新しい学校に注入していけば、まさに日本の中で唯一の学校
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ができます。それには条件があります。

１つは、教員の研修です。教員の感受性が育たなければ、子どもたち個々の

いろんな悩みをキャッチする力がないんです。子どもたちの背景にあるものを

とらまえて、すぐそれに反応する能力をつくるには、感受性を豊かにする研修

プログラムを学校が持ったほうがいいと思う。そのねらいは指導力じゃない。

子どもの一人一人の心だとか体の状態をキャッチする能力を高めるための研修

センターみたいなものを学校でつくればいい。これは日本で初めてになります。

もう一つは、都会の中で自己完結しないで、農村だとか、そういうものとの

連携。いろんなカルチャーとの連携を通しながら、もっと開かれた価値観を融

合するといいと思います。そして、昔の高円寺、つまり明治期以前のもっと古

いところからの高円寺も掘り起こしながら、その遺産を引き連れながら不偏化

できるものは取り入れると、もっとおもしろくなるかと思います。

最後に、お母さん自身がゆったりした環境の中で、自分を自覚しながら子ど

もへの接し方を考えられる、そういう場を学校自体が提供する。これも日本で

唯一の学校になります。両親がゆったりした中で自分の人間性を開発するよう

なシステムを含んだ学校づくりは、新しい質的な転換になると思います。それ

には物すごいお金とリーダーシップが要りますけれども、夢として言わせても

らいます。

学校教育担当

部長

杉並区は、「共に学び共に支え共に創る杉並の教育」という教育ビジョンを持

っています。この「共に」の部分で、高円寺らしさを何とか引き出していきた

いなと思っています。皆さんの考えていることを何とか行政なりにこなして、

それを新しい学校づくりの中に生かしていければなと思っています。

委員 高円寺中学校の教育目標では、「知・徳・体」のほかに、社会とかかわる力を

育成しようという目標が入っております。杉八小の前は高円寺中だったので、

そういう中で地域にお邪魔していって、地域の方とともに本当にいろんなこと

にチャレンジして、卒業生を出させていただきました。

今まではそういう視点で中学校３年間をいろいろ見ながら、子どもたちと地

域の方と一緒に、高円寺という地域の持っている熱い力を感じながら育てさせ

ていただきました。昨年度、杉八小に行きますと、まさに保護者、地域の方が

非常に顔を出していただいて、小と中とこういう部分で何か連携できないかな

という考えが起こるようになっていました。

他の委員からもありましたように、すごい力を持っている地域なので、これ

を中学校として今後受けとめなければいけない。この教育力を単なる学校だけ

で収めるのではなくて、地域等も含めながら、いろんなものを活用していきた

いなと思っています。特に中学校は義務教育最後の３年間になります。これか

ら社会に飛び出していく子どもたちに、ほかの地域よりもより身についたもの

を考えていきたいなと思っています。その中の１つとして、先ほど申し上げま

した社会にかかわる力の部分の育成が、この高円寺の地域の中ではほかの地区

よりも非常に育みやすいのではないかと思っています。

そういう中で、子どもたちは自分の力で何かを考え、もちろん勉強のほうも

教員が教えるだけではなくて子どもの頃から意欲的に学ぶ。もちろん教員も学

ばせていくことが大事だと思いますし、そういう中で子どもたちが自分で考え、

判断し、行動していく。そして、その力が自分のためだけじゃなくて、他者に
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力を発揮できるような、そういう教育のできる学校をこの高円寺地域の学校、

特に新校で育められればいいかなと今漠然としながら考えております。

高円寺中では、就学前の子どもたちもお母様方も一緒に、いろいろと関わっ

ていただいています。義務教育の９年間と申し上げましたけれども、就学前の

部分も含めて、学校が１つのツールであって、その中に教員だけではなくて、

いろんな方が風通しよく足を運んでいただいて、子どもたち、また親たちもそ

うなんですけれども、かかわっていける、そのようなオープンな学校を目指し

ていきたいと考えております。

委員 今、いろんなところで小中一貫校の取り組み、渋谷とか、三鷹とか、いろん

な事例があります。その地域の特性とか実態がありますが、では、この高円寺

というところで、今私たちの目の前には子どもがいます。子どもたちが、卒業

するときにどんな力をつけないといけないのか。それも、この高円寺に住んで

いる方々はその子どもたちにどういう人間になってほしいのか、どのように豊

かなこれからの人生を歩んでほしいとか、自立していくためにどのような力を

つけなきゃいけないのかということを皆さんで協議して、子どもの視点に立っ

てつくっていくことが子どもの幸せにつながっていくのではないかなと思って

おります。

ですので、これから先５年間とその後、今、１年生だとしたら、その子たち

は６年生になるんですね。今、責任を持って１年生を育てていますが、将来的

に10年間という大きな流れの中で見ていかなくてはいけないかなと思っており

ます。

委員 子どもが高円寺中学校に在籍しています。杉四小から高円寺中に参りました。

目指す学校像の夢ということですが、今現実に在籍しているので、夢というよ

りも現実のほうが多々見えてしまって。まず、杉四から高円寺中に入学する際

にも、せっかく高円寺中の近くに住んでいても、ほかのところを選ばれるお子

さんがいて、私はすごくそれが不思議でした。私の学区も杉四、高中で特に選

んだとかはないんですけれども、なぜわざわざそういうことをするのかなと。

それぞれのご家庭の事情もあるとは思いますが、子どもが選んだというより

も、周りの大人、地域でいろいろご支援いただいている方以外の声が子どもた

ちに届いてしまうようです。ほかの学校を選んだ後、会ったりすると、こうい

うことを言っちゃいけませんが、「思っていたことと全然違って、高円寺中に行

ってもよかった」と。今さら言うかなと思いますが、そういう状況が子どもの

周りに現実にあることがとても残念に思います。なので、地域の子が当たり前

に地域の学校に行けるようにしたいと、いつもそれを願っているんです。

小学校のうちは担任の先生のほか、いろいろ手厚く見ていただいたお子さん

でも、中学校に入るともっと手厚い支援が必要になってくるお子さんが出てき

ます。結局、そういったお子さんが高円寺中に来ても通えなくて、ほかの学校

に転校せざるを得なくなったり、最初から高円寺中学校には行けないとあきら

めたりするような状況があります。新しい学校をつくる際には特別支援学級と

いう形でつくるのかわからないですが、そういったお子さんを持つ親御さんが

安心して通わせることができるようにしてほしいと思います。今、杉四に特別

支援学級はないですが、杉四で普通に通っていたお子さん、先生方のご尽力が

あって通っていたお子さんが高円寺中に通えなくなるのは非常に残念だと聞く
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機会が何回かありましたので、ぜひそのあたりをフォローできる学校をつくっ

てほしいなと思っています。

あと、子どもが、高円寺北子供園、杉四小、高円寺中とずっと高円寺でお世

話になっているんですけれども、高円寺らしさってどういうことなのかなと今

でも思っています。高円寺っぽいということは、阿波踊りがあるとか、地域が

にぎやかとかいうことはありますが、高円寺らしさってどういうのかなという

のが、ちょっと理解し切れていません。ただ思うのは、うちの子はそんなに積

極的な子でもなく、そういった子でも学校も地域もいろいろなことにチャレン

ジさせてくださり、いつの間にかリーダーになっていたり、下の子の面倒を見

ていたり、中学生になっても小学校に来ていろいろと面倒を見ていたり、そう

いうのが自然に育まれているので、これが高円寺の力なんだなと最近思うよう

になってきました。

委員 子どもが全員杉三小と高円寺中なので、先ほど他の委員がおっしゃったよう

に、杉三小学区の子でこの新しい学校に近い子もおります。やはり９年間通し

た学校であるという特色を持ちながらも、杉並区の公立として杉三小から高円

寺中に行きたいという子も受け入れがちゃんとできる学校づくりをしていただ

きたいと思っております。

あと、地域の子どもが全員入れるような学校をお願いしたい。特別支援学級

もそうですが、ボーダーラインの子たちも対応ができる形で教室をつくってい

ただいて、ここの学区の子たち全員がここの学校に入れる形をとれればすごく

ありがたいなと思っています。

あと、先ほど部活の話も出ておりました。自分が部活に参加したいと思って

いるぐらいで、テレビでも地域の人たちが子どもたちの部活に参加したりして

いるのを拝見しまして、地域で参加できるような部活や他の事で、町会の方た

ちとの横のつながりをまずはすごく考えていただく。そうすると、おのずとし

て学校としては成り立っていくと思います。町会の方たちのつながりをサポー

トして、それを新しい学校づくりに生かして、必ずすごく力になっていただけ

ると思いますので、そこら辺をお願いしたいなと思っております。

委員 まだ一番下の子が小学生なので、夢を語るというよりは現実的なイメージし

かないんですけれども、上の子たちが杉八小、高南中で育てていただいて、い

い子に育ったなと思っています。それはどうしてかと思うと、やっぱり生活の

場である学校で安心して生活することができた。いいところ、悪いところ、い

ろいろあったと思うんですけれども、ちゃんと認めていただいた。友達同士か

らも認められたし、もちろん先生方や職員の方々からも認めていただいて、そ

ういう安心できる場にいたからこそ、そんなに一生懸命勉強したわけじゃない

ですけれども、そういう土台がしっかりしていたからこそ、安心していろんな

活動に参加できたのかなと思います。少人数だから、人数が増えたからという

ことではなくて、やっぱり学校というのは子どもにとって安全で安心できる場

であってほしいと思いますので、そういうことをハードの面でもソフトの面で

もしっかりフォローしていただければなと思います。

私自身もずっとここの出身で、生活圏が高円寺の南側です。学校のすぐ近く

に家があって、生活の場と学びの場が非常に近いところにありました。いろん

な考え方はあるとは思いますけれども、小学校のうちは自分の生活の場という
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か身の回りの場と学校という学ぶところの距離があるより、やっぱり近いとこ

ろで身の回りのことを理解していきながら、だんだん世界が広がっていくのが

自然なことじゃないかなと思います。同じ高円寺といっても、やっぱり地域差

とか文化が違うと思います。そういったところをうまく取り込むといいますか。

もちろん部活とかの活動でもいいですし、校外学習という形でもいいと思いま

すが、小学生の間は自分の生活する場と学びの場がなるべく近くにしてあげら

れたらいいなと思います。

先ほども高円寺で育って、高円寺に戻ってくるという話がありましたけれど

も、郷土愛と言うとちょっと大げさかもしれませんが、地元愛も育っていけれ

ばと思います。高円寺は阿波踊りがあるからとか、いろんな文化的なイベント

もあるからとかいうことではなくて、自分たちが育ったまちだという気持ちは

学校を舞台にして育んでいくものだと思うので、そういったところを大事にし

ていただけたらなと思います。

委員 今、皆さんのお話を聞かせていただいて、子どもたちのことをこれだけ考え

てくださっている方がこの場に集まって、こういうふうにいろんな情報を聞け

るのはすごくありがたいと思いますし、そのような環境にいれる子どもたちは

すごく幸せだなと思いました。

私もいろいろ考えました。まず当たり前のことは、とにかく子どもが毎日楽

しく学校に通えることが一番大切なことなのかなと思いました。朝起きて、早

く支度して、もう学校に行きたいと思えるような学校がつくれたらなと思って

います。今、杉八小も地域の方のご協力でいろいろな行事が成り立っています

ので、地域の方とともに子どもたちを育てていくことは忘れてはいけない部分

なのかなと思っております。地域の方、学校の先生方、保護者とともに子ども

たちを育てていくというところを一番に置いて新しい学校をつくっていけたら

なと思っています。

そして、地域の方が学校に足を運んでくださるスペースをつくれるような形

にして、学校を中心に、この高円寺地域が盛り上がっていけるような学校であ

りたいなと思っています。子どもたちの感性を豊かに育てていけるのが一番い

いなと思っておりますので、すべての子どもたちが輝けるような、そういうか

かわりを持ちたいですし、あとは学校にかかわってくださる方々の一人ひとり

がみんな光って、名前も覚えて、顔がわかる学校が素敵だなと思いました。

いろいろな行事や周年行事を通して、地域の皆様や卒業された皆様の力で学

校が成り立っているというのがすごくよくわかりました。子どもたちも自分た

ちの育った学校、母校を大事に思って、そしてまた自分たちがいずれこの地域

に戻ってきて、地域のために活躍したい、この次の新しい子たちのために今度

何かしたいと思えるような、高円寺というものを基本に置いて、子どもたちの

心を育てていける学校ができたらなと思っています。

委員 最初、このお話をいただいたときに、私は単純に杉四小のいいところと杉八

小のいいところと高円寺中のいいところをすべて合わせれば、とてもいい学校

ができるんじゃないかというすごく単純な考えを持っていました。改めて考え

て、実際、子どもがまだ小学生なので、中学校に行ってどうこうというのはま

だ自分の中でも具体的にはないんですけれども、ただ、こんな子どもになって

ほしいなという望む気持ちがあります。まず、学校を卒業したときに、この学



- 11 -

校を卒業してよかったなと感じること、将来に希望を持って卒業していっても

らいたいということです。

そのためには、心も体も鍛えて、たくましく育ってほしい。あと、希望を持

つということは、それまでに土台ができていないといけないので、小学校、中

学校のうちにいろんな体験をしてもらえる、そういう学校をつくっていっても

らえたらいいのかなと思っております。

委員 今まで皆さんのお話に出ましたけれども、私も実は本当にざっくりな感じで、

余りぴんとはきていません。今、現役の保護者で、子どもが杉四小にいますが、

毎日学校から帰ってきて話を聞くと、すごく学校が楽しいと。学校でこういう

ことをやってきたという話をすごく楽しそうにしてくれるんですね。去年から

役員をやらせていただいて、学校の先生方ですとか、いろいろお話をさせてい

ただく機会が増えまして、私自身、楽観的かもしれませんけれども、あまりそ

ういうことに関しては心配していないというか、こういう先生方にお任せすれ

ば大丈夫かなと、親として非常に安心感があります。

その中でも、現役の保護者の方からお話が出ましたけれども、親としてこう

いう子になってほしいというのは、まず１つは、自分で考えて自分で行動でき

るということを養ってほしい。もう一つ、杉八小や杉四小の教育目標にありま

すけれども、「すすんで体をきたえる」とか、「たくましい」とか、そういう部

分は間違いなくないといけないと思います。

一つびっくりしたのは、私も杉四小でサッカーをやって、杉四小を出て、今

また帰ってきて、杉四小の子どもたちのサッカーを見ていますが、サッカーが

非常に上手な子が意外とボールが投げられなかったりします。ボールを投げる

授業をやっていただいたりはしているんです。昔、僕らのときでしたら、人か

ら習わなくてもボールなんか投げられましたし、とれましたし、みんなができ

た木登りですとか、そういうことが今の子たちは意外とできない。ですから、

部活動でサッカーをやっているのも、僕らは遊びの延長でサッカーをやってい

ましたけれども、あくまで習い事なんですよね。ですから、練習のある日以外

はやらないとか、そういう感覚の子が多いので、ぜひ皆さんのお話にありまし

たように、いろんな運動の経験をさせていただきたいです。公園でボールを投

げちゃいけないよとか、木に登っちゃいけないよとか、今はいろいろルールが

ありますけれども、そういうものができる場を親としてはつくっていただきた

いと思います。

高円寺の地域特性を生かすというのはごくごく当たり前だと思います。私は

地元の諸先輩方とご一緒させていただいたり、飲んだりする機会が多いですけ

れども、そういう場がすごく勉強になって、「今、うちの子、こうなんですよね」

なんて話をすると、「いや、そんなのはこうだから放っておけばいいんだよ」な

んていうお話をいただいて、すごく安心します。まだ親になって 10 年も経って

いませんから、皆さんに比べれば未熟な親だと思うんですけれども、そういう

子育てのベテランである地域の方々に親もサポートしていただいて、それがひ

いては子どもたちにすごくいい影響を与えると思うんですね。ですから、先ほ

どからお話にずっと出ている当たり前のことですけれども、地域との連携を密

にとっていけるような学校を目指していけば、すごく子どもたちのためになる

と思います。
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委員 もう言葉が見つからなくなっておりますけれども、私は、基本的に学校は知

育、徳育、体育、これができなければ学校じゃないと思っています。それは先

生方のお力によるんですけれども、それがきちっとできていれば、子どもはよ

く育つんじゃないかと思います。

あとは、最初に思ったのが安全・安心。それをまず約束してほしいと思いま

した。それは学校が約束することではなくて、地域みんなで見守るということ

なんです。その保障がないと、子どもは外へ出せませんから、安全・安心であ

ることが重要です。遠くへ通う子がいっぱいいる杉八小の子どもを中心に考え

ておりましたのですが、本当に守っていきたい。

まず、地域の大人が子どもを好きになってほしいです。本当にうちの町会の

子どもはみんなかわいくてかわいくて、「どこに行くの？いってらっしゃい。」

帰ってきたら「お帰りなさい。」とか、そんな話をしているんですけれども、そ

ういうふうにみんなで子どもをかわいがっていきたいなと思います。

杉八小では、学校が本当にそれぞれの子どもの個性をよく生かしてくださっ

たので、私たちもそのサポートは怠りなくやってきたように思います。新しい

学校には精神的な面でも緊張しながら行くわけですから、そういう大人の心構

えが必要で、学校が育ててくださる授業とか全部やってくださるけれども、そ

のほかの面で大人のやることがあるわけですよ。その子、その子によって違い

ますけれども、そこをみんなで探せていけたらいいなと思います。元気で健や

かになってほしいなと思います。

委員 皆さんに言い尽くされてしまって、なかなか意見がないんですけれども、や

はり学校というのは勉強するところです。勉強が、好きな子もいるけれども、

大部分はあまり好きじゃないと思うんですよね。その中で、公立学校としてま

ずやっていただきたいことは、小学校、中学校も基礎学力、基礎教育、これを

徹底的に教え込むことだと思うんです。勉強が好きな子は自分でどんどん伸び

ていくし、大人になっても、基礎教育だけがきちっとできていればいつでも勉

強はできると思いますから、十分に達成させてほしいということですね。

小学校と中学校の小中一貫教育ですけれども、皆さんがおっしゃっていると

おり、やはり一番必要なのは体力だと思います。これについては、町会でよく

小学校１年生にお祝いの会をやるんですけれども、みんなと仲よくしましょう

というお話をするわけです。そこで、まず食事の問題です。高中はかなり強く

食育の問題をやっております。食べなければ体力はできませんからね。そうい

うことも含めて、体力の向上、体をきちっとつくる。それと同時に、みんなで

仲よく助け合える。相手の気持ちがわかるような心の人間になってほしい。そ

ういうものをきちっとやってほしいと思います。

先ほど学力のことで言いましたけれども、特に国語を徹底的にやってほしい

です。今の若い子たち、お母さん、お父さんたちも非常に日本語が汚いです。

ですから、まず美しい日本語ですね。こういうものを小さいときから教え込ん

でいただきたいと思います。

あと、公立学校ですから難しいと思うんですけれども、私立では小学校１年

生からフランス語をやっているところもあります。英語をやっているところも

あります。どういう形であれ、まず日本語をきちっとやると同時に、英語なり、

フランス語なりを、例えば土曜日授業とか、放課後とか、いろんな形があると
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思いますけれども、日本語以外の語学も特徴づける必要があるんじゃないかな

と思います。

魅力ある学校をつくるために、やはり皆さんがおっしゃっているとおり、地

域の特性を十分生かす。それと同時に、杉四、杉八、高円寺中学校、それぞれ

の歴史がございます。その歴史を十分継続して、持続してやっていく必要があ

る。例えば、杉四においてはすばらしい和太鼓クラブもあります。杉八につい

てはお琴も大変進んでいます。それから、高円寺自体は阿波踊りというすばら

しい伝統あるものがございます。そういうものも今度の新しい学校づくりの中

に取り入れて、やめるのはいつでもできるんですけれども、今までやってきた

ものを継続していく、持続していくことは必要なことではないかと思います。

ちょっと前後しますけれども、食育の問題です。杉四ではお米をつくってい

ますよね。稲をつくっている。そういった意味で、その辺の拡大を地域と同時

にやって、先ほどどなたかが言っていましたけれども、都会と地方とのつなが

り、連携してお米ということも十分できるんじゃないかなと。そういう意味で、

今までやってきたいいところを伸ばしていきたい。それから、今、非常に力を

入れている手話、これなんかも新しい学校でやっていけたらいいんじゃないか

なと思います。

どっちにしても、魅力ある学校をつくらなければ、何のために新しくつくっ

たかということが問題になりますので、今までの伝統を継続しながら、さらに

充実してやっていけばいいんじゃないかなと思います。子どもたちが高円寺、

杉並を離れても、またここに戻ってくる。外へ行ったときに、高円寺を離れた

ときに、「ああ、やはり高円寺はよかったな」と言えるような子どもたちに育て

ていきたい。今、地域の皆さんにいろいろご協力いただいている職場体験も、

実際に地域と生徒たち、学校が協働して子どもたちの人間形成に役立てている

と思いますので、こういうものを地域と一体となってやっていきたい。９年間

ですけれども、杉四がやっている子小一貫教育、それと杉四、杉八、高中の小

中一貫、９年間だけではなく、やはり 11年間、子どもたちを大事に、継続的に

育てて見ていくことが我々の責務じゃないかなと思います。

私も杉四と高中の卒業生です。運悪く高円寺を離れたことがないんですが、

75 年間高円寺にずっと住まわせていただいています。やはりこれからの子ども

たちの目線に合った立派な、すぐにはそこまでいかないにしても、子どもたち

の目線に合ったいい学校をつくっていければいいんじゃないかなと思います。

委員 私の目指す学校像は、大きく絞ると４つの観点があります。

１つ目は、もう皆さんが言っていらしたことそのものなんですが、とにかく

子どもが生き生きと毎日楽しく通える学校、これは基本だと思います。その中

で、体力、学力、心の面も育てていかなくてはいけないなと思っています。中

学を卒業すると義務教育は終わりで、ほとんどの生徒が高校に上がりますけれ

ども、もう社会人になるということも考えていかなくてはいけません。ですか

ら、義務教育の中学校３年生を卒業したときに、きちんと自己肯定感を持って、

自分のことが大好きで、これからの社会で生きていく。いろんな荒波があって

も乗り越えていけるだけの生きていく力が備わっていなくちゃいけないな、中

学を卒業する段階でそれをつけていかなくてはいけないなと思います。

２点目は、どの保護者も安心して、この学校にうちの子を通わせてよかった
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と思える学校をつくっていけたらいいなと思っています。学校にいるから安全

だ、安心だ、きちんと力をつけてもらっている、そんなふうに思える学校です。

３つ目は、高円寺というかなりカラーのはっきりした地域で、その地域の方

たちが、この学校は私たちのまちの学校だ、おらがまちの学校だと誇りに思え

る学校、そんな学校がつくれたらいいなと思います。

４点目は、これは本当に学校の中のことなんですけれども、先生たち、先生

以外の職員もいますが、どの職員も本当に大変なんですね。本当につぶれそう

になってしまう気持ちのときもあるんです。でも、それを乗り越えて、どの職

員も気持ちよく、自分の仕事に誇りを持って、やりがいを持って学校をつくっ

ていこうという気持ちで働ける職場、そんな職場がつくれたら理想的だなと思

いました。

かいつまんでなのですが、大きくこの４点、私はこういう学校ができたらい

いなと思っているところです。

委員 私は高円寺に来て２年少し経ちました。最初に感じたのが、やはり地域の力

がすごく大きいところです。学校経営をしていく上で経営方針を出していくわ

けですけれども、私は高円寺に来たときにまず考えたのが、引きつける魅力の

ある学校をつくろうというキャッチフレーズにしました。引きつける魅力のあ

る学校とはどういう学校かというと、職員がこの職場で働きたいなという学校、

そして、子どもたちは明日登校したいと思う学校、最後に、地域の人が学校に

行きたいと感じる学校、こういう魅力のある学校、すなわち引きつけるという

ところが私はキーであると思います。高円寺にはその引きつけるという大きな

地域の力があると私は２年前に感じました。

現在、杉四、高中は中学校と小学校で一緒の学校支援本部をつくっています。

杉並区内で中学校と小学校で学校支援本部をつくっているところはそうないで

す。中学校と小学校で地域の方がともに学校支援をしていこうという姿勢を持

っている高円寺地域の方々は、さすがだなと思っていますし、そのさすがだな

という気持ち以上に、現に今、地域の方が小学校も中学校も応援してくれてい

るという現状があります。まさに杉並の教育ビジョン 2012 の「共に」という部

分で、地域が大きく生きていると思います。まさに地域と一緒に学んでいく、

地域と生きる。そして、学校教育目標としては、地域を担っていくんだという

意識を持つ子どもを育てる、そして地域を誇れる子どもを育てていく、まさに

そういう部分にかかわってくるような学校ができていくといいなと思っており

ます。

最後に、私はこの４月から高円寺北子供園の園長も兼任しております。今日

も午前中は、誕生日会をしていたんですけれども、子供園の子どもたちと小学

校の子小連携をやっているのは非常に大きなメリットと私は感じています。新

しい学校に移行していく中で、委員の皆様からもかなりお話がありましたけれ

ども、９年間の教育という部分プラス２年間を加えた 11 年間教育、これはやは

り外せない部分なのかなと私は感じます。どんな形でそれが実現していくのか、

継続していくのかというところはまだ見えませんけれども、新しい学校を目指

す中で、義務教育だけじゃなくて、就学前教育も杉並区は非常に重要視してお

ります。就学前の部分も十分地域で担えるような新しい学校を目指す。そうい

う学校をぜひつくっていきたいなと思います。
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副会長 自分でもビジョンは持っているつもりでしたが、今日ここに集まった皆様の

お話を聞いて、より明確になりました。というのも、この新しい学校は地域運

営学校ということでコミュニティスクール、保護者や地域の方が、学校運営に

参画していく。もしこの会がそのコミュニティスクールの会であったとしたら、

とてもすばらしい学校になっていくかなと実感しています。できることとでき

ないことは多分あると思いますが、できることから少しずつコンセンサスをと

って新しい学校をつくれるといいなと考えています。あと５年後に開校です。

あまり遠い先ではないなと考えて、この懇談会においても皆さんの考えを集約

していけるといいなと思います。

会長 ありがとうございます。それでは、最後に私がもう少しだけお話しさせてい

ただければと思います。

ずっと中学校の教員をやっておりますが、目指しているのは１個しかありま

せん。とにかく卒業させたら自立させる、一人前の社会人にする、それだけを

考えてずっと子どもたちを育ててきました。昔はそこで就職する子も結構いた

ので、中学を出たら一人前の大人だよというふうにしていこうとずっと思って

きて、それは今でも変わりません。

ここ 10 年ぐらいのところで小中一貫教育がいろいろ話題になってきて、やっ

ぱり９年間継続して育てていくのはいいんじゃないかなと思いました。いろん

な学校の先生方とどういう９年間がいいんだろう、どんな小中一貫教育がいい

んだろうと話をしてきました。その頃は三鷹や品川で開校したので、そこに出

かけていっていろんな先生方と、実際にこんなふうにしていますよというのを

聞いたり、学校の中に地域が入っているようなところもあったし、これはすご

くおもしろいなと思って、どんな形でかかわっていけるかなというのを自分自

身のテーマにしてここ数年きたかなという気がしています。

今日すごくおもしろかったのは、今までそういう考えはいつでも教員同士で

やっていたんですね。そうなると、やっぱり教育課程とか、年間指導計画とか、

評価はどうするという話に主になってしまいますが、ここでの話は違うんです

ね。このまちにどんな学校があればいいんだろうという視点で話が始まってい

るのを伺って、今日は本当に目からうろこという感じで、長い時間でしたが、

あっと言う間に過ぎたなという感じがしています。

きっと学校をつくるというのは、こういうことがスタートじゃなきゃいけな

いとすごく思いました。今までどういう施設にしようか、どんな教育目標にし

ようか、ここから入るんですけれども、こういうふうに考えるのではなくて、

このまちの子たち、高円寺の子たちをどうやったら一人前にさせられるか。そ

れで、またこの町に帰ってくる子にできるかという視点で、このメンバーで一

緒にこの後考えていけるのはすごくうれしいなと思いながら皆さんの話を聞か

せていただきました。

究極的な目標は依然として私は変わりません。卒業したら一人前になる、一

人前にさせる、そういう学校をつくる。そのためにどんな学校のグラウンドデ

ザインになるのか。この「デザイン」というのは私はすごく大好きな言葉です

けれども、それをぜひこのまちの人たちと一緒に考えていきながら、ああでも

ない、こうでもないと言いながら、いつでも子どものことを考えていきたいな

と感じました。ぜひみんなで力を合わせて新しい学校づくりに取り組んでいけ



- 16 -

ればなと感じました。ありがとうございました。

それでは、さらにここで何か追加をしたいとおっしゃる方がございましたら。

よろしいでしょうか。

（追加意見なし）

では、今日皆様から頂戴したご意見につきましては、事務局のほうで集約し

ていただきまして、次の懇談会にはお示しできるように準備をしていきたいな

と思っております。

それでは、先に行きたいと思います。次第の４番目でございますが、「部会設

置事例について」ということです。前回の懇談会で部会設置についてのご質問

がありました。改めまして、これまでの天沼小学校、永福小学校、これからで

きる杉並和泉学園の設置状況等、参考になると思いますので、恐れ入りますが、

事務局からご説明をお願いいただけますでしょうか。

新しい学校づ

くり係長

それでは、次第の４「部会設置事例について」説明をさせていただきます。

資料３をご覧いただければと思います。

ただいま会長からもお話がございましたけれども、この高円寺地域の懇談会

の今後の検討の参考としていただくために、これまでの区内統合校の開校に向

けた協議会で設置した部会についてまとめた資料となっております。

まず、１番の天沼小学校、平成 20 年４月に開校した区内最初の統合校になる

わけですけれども、全 21 回の協議会のうち９回が建設検討部会として、こちら

の「内容」という欄に記載されているとおり、新校舎の基本設計のもととなる

基本計画案について検討を行ったものです。

この統合新校の建設検討部会は、協議会の設置要綱に建設検討部会を設置す

る旨を最初に規定しております。部会委員は、協議会の全委員に学識経験者４

名を含む８名の方を加えた形の組織でした。本日、資料２の４番に「天沼小学

校の例」ということで、新校舎建設の基本方針を記載しております。こちらの

内容がこの建設検討部会のほうで出された意見を集約して、新校舎の基本設計

の基本となる方針をつくり上げたということになります。

期間としては平成 18 年６月に第１回が開催されて、８月の３回目からは設計

業者が出席するようになりました。新校舎の基本方針をまとめた内容をもとに、

設計業者から複数の配置計画案が示され、意見交換などを行い、平成 19 年３月

の段階ではほぼ基本設計となるものを作成して役割を終えたという内容になっ

ています。

次に、永福小学校です。昨年の４月に開校したわけですけれども、協議会に

は、２つの部会を設置しました。まず、通学路の検討部会ですが、協議会にお

いて通学路の検討に当たっては地域の実情がわかっている方による検討がよろ

しいだろうということで、ＰＴＡ選出の協議会委員、両校のＰＴＡの地区委員、

生活指導主任や学童クラブ担当者などで部会を設置しました。

全３回中、１回目は事務局から通学路の案を提示しまして、意見集約を行い

ました。２回目は警察署員も参加しまして、通学路の候補になるルートの実地

踏査をしました。その実施踏査を踏まえて、３回目には新たな通学ルート候補

をまとめて、さらに課題整理も行いました。その後、部会でまとめた内容を協

議会に報告しております。全部で通学路７ルートを提案して終了しております。

次に、コミュニケーションマーク制作部会ですが、通学路の検討について部
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会方式を採用してスムーズに進んだこともあって、事務局から部会を設置して

検討したほうがよいのではないかと提案を差し上げたものです。こちらは、永

福小、永福南小の２校の統合でございますが、校章は旧永福小学校の校章を引

き続き使用することとなりました。ただ、やはり新たな統合校の証としてコミ

ュニケーションマークが必要だろうということで制作することになりまして、

ＰＴＡ選出の協議会委員、両校副校長、図工の教諭というメンバーで部会を設

置しました。

部会では、図案の応募用紙を作成しまして、永福小と永福南小の全児童に応

募用紙を配付しました。120点の応募作品がございまして、そこから最終的に部

会で３点に絞り込みを行いました。優先順位をつけた形で協議会に報告をし、

結果、協議会でも優先順位が１番の図案が選ばれまして、そのマークが新校の

コミュニケーションマークになっております。

資料裏面に行きまして、（仮称）杉並和泉学園の事例になります。まず、校庭

部会ですけれども、和泉小学校が平成 14年３月に校庭全面の芝生化を行いまし

て、それ以降、教職員、ＰＴＡ、地域、あと校庭利用団体で組織する和泉ガー

デンプロジェクトという団体が和泉小学校の子どもと一緒に芝生を育てていく

ということで、メンテナンスなどを中心に精力的に現在も活動しております。

新校にも児童の外遊びの機会であったり、環境教育に資する和泉小の校庭芝生

化のメリットを継承したいということで、芝生の範囲なども含めまして、中学

校の部活動なども考えながら、校庭配置案について部会で検討されました。参

考にお配りしております杉並和泉学園のパンフレットに外観パースが載ってい

ますが、部会での検討内容が生かされております。

他に標準服検討部会ということで、新校の小学部に標準服を導入すべきか検

討するため設置されました。小中の全保護者と近隣の幼稚園や保育園の保護者

にアンケートをとり、６割以上が標準服はなくてもいいという結果になったも

のですから、最終的には標準服は導入しないという結論に至っています。

あとは、現在も継続中なんですけれども、地域資料検討部会ということで、

それぞれの学校の歴史だとか伝統に係る資料などをどのようにして残していく

か、どういうふうに活用していくかということで検討がされております。でき

るだけ展示物でスペースを多くとらないほうがいいだろうという意見もあっ

て、現在は写真だったり、動画だったり、映像として記録化しまして、児童や

生徒が地域資料として活用できるようなシステムができないかと検討がされて

おります。

もう一つが学園章検討部会で、学園章として小中一貫教育校で一本化するた

めに検討を行っているものです。校章のイメージを児童・生徒にアンケートを

とりまして、出されたイメージを参考にデザイン案が作成されて、部会に提示

されて、さらに検討が進んでいく予定です。

今後、高円寺の懇談会におきましても、やはり意見交換を行って進めるわけ

ですけれども、検討テーマによっては、少人数で部会を設置して検討したほう

がよいという内容もあろうかと思いますので、今後の参考にしていただければ

ということでご説明させていただきました。私からの説明は以上になります。

会長 今までの部会についてのご説明でございましたが、ご質問はございますか。

（質疑なし）
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では、今もございましたように、今後、必要に応じてこの懇談会でも部会に

ついては検討していくというところで先に行きたいと思います。

今もちょっと話がございましたが、次の議題が杉並和泉学園についてという

ことになります。次回は、義務教育９年間を通した一貫性のある学校として、

どんなところに魅力があるのか、またはどこが不安、課題、施設面も考えてい

くところになるかと思うんですけれども、27 年度、次の年に開校する杉並和泉

学園が大きな先行事例として活用されるんじゃないかなと思いますので、その

概要について再び事務局からお話しいただけますでしょうか。

新しい学校づ

くり係長

参考にお配りしておりますパンフレットをご覧いただきたいと思います。ま

ず、表紙をめくっていただきますと、外観パースとか、施設の特徴的なところ

を見開きで紹介しております。こちらのパンフレットの内容は、昨年の６月に

３校が中心となって作成したものでございます。

２階の平面図が掲載されていますけれども、小学校棟にはラーニングセンタ

ーがあります。こちらが小中の図書館、パソコンルーム、あと先ほど地域資料

の活用の話がありましたけれども、地域資料コーナーが１つになっていて、児

童・生徒が自ら能動的に学ぶ拠点になっていくことになります。中学校棟から

小学校棟につながるすぐの場所に位置していて、小中一貫教育校の中心に位置

しているという特徴になっています。

ラーニングセンターの前にはランチスペースが設けられ、完成予想のイメー

ジ図が掲載されていますので、こんな雰囲気になるのではないかと思っている

ところです。

次に、現在、新泉小学校に特別支援学級がございまして、それは引き継ぎま

すが、さらに新たに中学校にも特別支援学級が設置されて、小中が連携して特

別支援教育を行っていくことになっております。

校庭の芝生は、現在の和泉小学校校舎がある北側に配置されまして、和泉小

にある現在の芝生面積より若干増える予定になっております。

小学校棟の１階には学童クラブや、小学校、中学校の先生方が全員入る職員

室が配置されます。

外観パースでもわかるとおり、充実した運動施設として、小中の校舎にそれ

ぞれ体育館がございます。あとそれぞれの棟の屋上にプールと屋上運動広場が

つくられる予定になっています。

あと、武道場が３階に配置されまして、必修化された武道の授業を専門でで

き、あと多目的室としても使用できる機能でつくられているところです。

ページをめくっていただきますと、杉並和泉学園の学習指導、９年間を見据

えた小中一貫教育の事例とか、施設一体型小中一貫教育校の特別支援教育につ

いて紹介されております。

次のページは 27 年４月開校後の学校生活だったり、工事期間中の学校生活に

ついて気になる内容をＱ＆Ａ方式で解説をしている内容になります。

本日、各委員からどんな学校をつくりたいかという貴重なご意見をいただき

ましたので、次の会ではその意見を集約した資料をお出ししたいと思っており

ます。次回以降、さらに議論を進めていきたいと思いますので、ぜひこの杉並

和泉学園の内容をお目通しいただきまして、ひとつ参考にしていただければと

いうことでご紹介させていただきました。以上になります。
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会長 ありがとうございます。パンフレットをもとにご説明いただきましたが、何

かこの場で聞いておきたいことがございましたらお願いいたします。

特によろしいですか。

委員 今度できる校地の面積と今ご紹介していただいた杉並和泉学園の面積ってか

なり違うんですか。それとも似たような感じですか。イメージがすばらしいも

のですから。

学校教育担当

部長

ただ、面積だけじゃないんですね。容積率が随分違うものですから、それら

も比較しないと、本当のところはわからないところがあるんです。平面だけを

見ると、和泉のほうが広いです。小中で１つですから。高円寺は高円寺中分だ

けですから。ただ、容積率が随分違います。

新しい学校づ

くり係長

和泉の小中一貫教育校の敷地ですが、和泉小と和泉中の敷地を合わせまして

18,000 余平米あります。現在の高円寺中の敷地面積が 11,294 平米になりますの

で、やはり和泉は２校分の敷地を合わせているということで広いということに

なります。

委員 ちなみに、ここは用途地域は住居系の地域になりますか。容積率というのは

そういうのに影響してくるのかなと思いますが。

学校支援課長 たぶん第一種低層が多いと思います。ただ、水道道路が近いですから、その

分はもうちょっと容積率があるかもしれませんけれども、環七ほどの建ぺい容

積はないと思います。

委員 ないですよね。高円寺はかなり容積率は建てられますよね。わかりました。

ありがとうございました。

会長 ほかにはいかがですか。よろしいでしょうか。

（質疑なし）

それでは、開校しましたら、みんなで見に行ければなと思っております。

では、次回さらにこの続きの議論をしていきたいと思いますが、その次の第

４回目、そこでは先行事例の他区の例を視察に行ったらどうかと提案がありま

すが、事務局からお願いできますでしょうか。

新しい学校づ

くり係長

事務連絡になりますけれども、まず、３月に行いました第１回目の懇談会の

会議録の要旨につきまして委員の皆様にご確認いただいたと思いますが、明日

教育委員会のホームページにアップさせていただく予定になっております。

あと、これまで統合の協議会を進めていく中でも、機会を捉えて協議会ニュ

ースという形で広く今の取り組み状況などをお知らせしていましたが、高円寺

地域も今日で２回が終了するということもございまして、６月にはニュースの

創刊号を発行したいと考えております。

次に、次回、３回目の懇談会は６月下旬に開催できればと考えております。

この後、会長から日程調整についてのお話がございます。またその次の４回目

の懇談会は７月に他区の小中一貫教育校の視察を考えております。

ただいま資料をお手元に配付させていただいたところですけれども、平成 24

年６月に高円寺地域の計画策定準備会でも開校したばかりの渋谷区立渋谷本町

学園に視察に行っています。開校して２年が経過しているというところを踏ま

えまして、現時点での課題とか教育活動に関する工夫、成果なども含めて、少

しまた違うお話が聞けるのではないかということでは、そちらが有効ではない
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かと考えて、視察先として提案をさせていただくものです。もしそちらでよろ

しいということであれば、視察の時間は参考資料の下段にございますとおり、

小中の時定が載っていますが、昼休みが始まる 13 時から 15 時までの２時間ぐ

らいで予定できないかと考えております。

それでは、会長のほうで６月の懇談会の日時と視察先、視察日の日程調整を

お願いできればと思います。よろしくお願いします。

会長 では、既にこの会の前身で渋谷本町学園のほうに行かれているということで

すが、何年か経ったところでの話もおもしろいんじゃないかなと思います。視

察先について特にご異議がなければ今ご提案のあったところでよろしいでしょ

うか。

（異議なし）

ありがとうございます。では、渋谷の学校のほうに今度また出かけるという

ことで、最後にスケジュールの調整をしたいと思います。

（日程調整）

ありがとうございます。では、次回の第３回目については、仮に６月 26日と

させていただいて、調整してまた皆様方にお知らせしたいと思います。

第４回目は視察です。７月 15 日を開催予定としますが、場所等の詳しい連絡

がまたあろうかと思います。

では、今日につきましては一応予定していた中身は終わったのですが、長い

時間になってしまいまして大変申し訳ありませんでした。委員の皆様から何か

ございますか。

委員 今日は懇談ということで、皆さんの意見がバーッと出て、集約されて、この

新しい学校像についても定めていくかと思うんですけれども、懇談というので

あれば、もう少し委員同士でも投げかけをしたいなと思います。ただ、これで

は非常に難しいと思うので、できたら何かテーマを集約した中でつくっていた

だいて、少し小テーブルでお互いの委員同士が懇談できるような場をつくって

いただけたらどうかと思います。委員の皆さんのお考えはいかがでしょうか。

会長 ということでございますが、今日はちょっと皆様方からお一人お一人お話を

伺って、すごく長くなってしまって申し訳ありませんでした。

委員 この場でやると非常に難しいと思うんですよね。お話を聞いていて、いいな

と思うこと、聞きたいなと思うことが出てくると思うので、これは公式な懇談

という場であれば、小さなテーブルでいろんなテーマで出たものを上げるとい

う形のほうがいろんな懇談ができているという認識になるんですけれども。

学校支援課長 前向きに検討させていただいて、今、おっしゃったのは６人ずつぐらいのグ

ループでそれぞれ検討してみるとか、そんな感じですよね。そういったことも

大事だと思いますので、やっていきたいなと思います。

会長 ほかに委員の皆様方から何かございますでしょうか。

委員 きょういろんな角度から、いろんな点が指摘されたところで、これから整理

されると思います。出てきたテーマを主な３つぐらい、なるべく少な目のほう

がいいんですけれども、それを各テーブルで１時間とか、１時間１５分とかの

時間の中、例えば３つのテーマをこなしますよね。そのときに、それぞれの学

校教員の立場とか、ＰＴＡの立場とかをまぜこぜにした形で、例えば４グルー
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プができたら、後ほど各グループの報告を出す。その中には、違う視点が挙が

ってくるかもしれませんから、それこそ目のつけどころになるかもしれません。

ですから、今回の集約が恐らく今の委員の指摘を可能にするやり方かなと。１

点だけに絞られてしまうのは分科会みたいになってしまうので、そういうテー

ブルだとつきたくないと思います。

学校支援課長 それはまた事務局でいろいろと考えてみて、皆さんの検討しやすい方法を考

えてまいりますので、よろしくお願いいたします。

会長 よろしくお願いいたします。

ほかにはございませんでしょうか。

（意見なし）

それでは、今日は本当に貴重な時間を、それから皆様方の貴重なお話を伺え

て、すごくうれしい気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。


